
変 更 金 額 24,750,000円（税込）

変 更 後 の 契 約 金 額 230,450,000円（税込）

変 更 理 由 別紙変更理由書のとおり

変 更 前 の 契 約 金 額 205,700,000円（税込）

工 事 の 名 称 広島港宇品地区岸壁（－１２ｍ）改良工事

工 事 場 所 原契約のとおり

工 事 区 分 港湾土木工事

工 事 概 要

工 期 （ 自 ） 原契約のとおり

工 期 （ 至 ） 原契約のとおり

　    別紙のとおり

契 約 業 者 の 住 所 広島県広島市中区上八丁堀４番１号

（第１回）契約変更の内容

契 約 変 更 年 月 日 令和7年9月16日

契 約 業 者 名 洋伸建設株式会社 



【別紙】



別紙

1． 広島港宇品地区岸壁(-12m)改良工事
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5 構造物撤去工、被覆・根固工：被覆石投入を一部処分へ変更
現地確認の結果、被覆石撤去範囲の一部範囲において出島地区への流用ができない石材があること
が判明したため、撤去石材の処分を追加する。

6 雑工：既設桟橋の移設・復旧の追加
既設桟橋のアンカーチェーン・ブロックが被覆石撤去作業に支障となることが判明したため、既設桟橋
のアンカーチェーン・ブロックの移設・復旧を追加する。

7 令和７年３月より適用する「港湾請負工事積算基準」の改定に伴う、請負代金額の変更を行う。

2 上部工：上部工にかかる図面及び施工数量の修正
設計照査の結果、平面図と上部工配筋図に記載の数値に不整合が確認されたため、図面の数値を
修正するとともに、関連する施工数量を修正する。

3 その他：出来形管理基準等の内容明示
設計照査の結果、出来形管理基準等設計図書の記載に不明瞭な部分を確認したため、出来形管理
基準等の内容を明示する。

4 共通仮設費（事業損失防止施設費）：汚濁防止枠の追加
出島地区工事の施工状況により、本工事の被覆石撤去と被覆石投入の並行作業が必要となったた
め、並行作業実施に必要となる汚濁防止枠を１基追加する。

変 更 理 由

　本工事は、宇品地区岸壁(-12m)の構造物撤去工、雑工及び仮設工を施工するものであるが、今般、以
下の理由により設計図書を変更する必要が生じた。

1 その他：南海トラフ地震臨時情報発表時の対応追加
南海トラフ地震臨時情報発表時の対応に関する文書が発出されたため、南海トラフ地震臨時情報発
表時の対応を追加する。

変 更 理 由 書

工 事 名

工 期 令和 7年 5月 27日 ～ 令和 8年 2月 26日

請 負 金 額 当 初 205,700,000


